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活動内容 

目的 

「みんな違って当たり前」というニューロダイバーシティの理念のもと、    

すべての子どもが自分らしく学べる校内環境を実現するため、既存の空き教室を 

利用してフリースクール型の教室を整備しました。背景には 

• 不登校児童生徒の急増（2022 年度 24 万 4,940 人）と 

• ひとり親世帯における深刻な経済的困窮（相対的貧困率 44.5％） 

という全国的課題があります。従来の「適応指導教室」や民間フリースクールは、

利用料・送迎・定員の制限から支援が届きにくく、保護者の時間的・経済的負担を

一層重くしています。 

そこで、**子どもが自力で通える“学校の中に安心できる居場所”**をつくることで 

1. 心理的ハードルを下げ「まずは学校に来てみよう」と思える入口を用意する 

2. 家庭の負担を減らし（送迎・費用不要）、学習機会の格差を解消する 

3. 在籍学級との連携により、学力や社会性を伸ばす日本の学校の強みを   

生かしつつ個別最適な学びを保障する 

ことを目的としました。環境整備はゴールではなく、教師・保護者・地域が学び 

合いながら子どもを支える仕組みを構築する第一歩です。行政・学校と連携し、 

指導者養成と普及啓発を進めることで、岡山から「自分らしく学べる学校づくり」

のモデルとなることを目指しています。 

内容 

本事業では、岡山市内の公立小学校内に校内フリースクール型の教室を整備しまし

た。 

対象は、通常学級や特別支援学級に入ることが難しい子どもたちが、安心して通

い、自分のペースで学びや交流に取り組める居場所です。 

整備にあたっては、広島県で先進的に取り組まれている「スクール S」を参考にし、

子どもたちが落ち着いて過ごせる、学校らしくない空間づくりを意識しました。 

【整備の主な内容】 

• 旧パソコンルームを活用し、フリースクール専用スペースとして      

2025 年 1 月より本格運用を開始 
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• 「学校らしくない雰囲気」を意識し、安心感と柔らかさを感じるレイアウト

を採用 

• 国産無垢材を使用したロッカー・本棚を新設（地元・福富建設に製作を依

頼）し、温もりある空間を実現できるよう工夫 

• 学校で使われていなかった家具や、地域から提供されたソファを活用し、リ

ユースも重視 

• 学年や特性、取り組み内容が異なる子どもたちが同じ空間で過ごすため、そ

れぞれのニーズに応じるために個別ブースを設置 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
◆ 小上がり設置計画の見直しと家具整備への転用 

当初は、校内フリースクール内に**「小上がりスペース」を設ける計画**がありまし

たが、使用できる教室が年度ごとに変更となる可能性があることが判明しました。 

これは、今後、通常学級や特別支援学級の増設により空き教室の利用状況が変動する

可能性があるためで、仮に移動式の小上がりを整備したとしても、来年度も引き続き

設置・使用できるかどうかが不透明な状況でした。 

そのため、小上がり設置に充てる予定だった資材・予算は、教室を柔軟に仕切って使

える実用的な家具（ロッカーや棚）の整備へと変更しました。これにより、限られた

スペースの中でも子どもたちが安心して過ごせるゾーンを確保しやすくなるととも

に、今後教室の形態が変わっても対応可能な環境づくりが実現できるようにしまし

た。この判断は、現場の教員との話し合いを重ねた上で行ったものであり、持続可能

かつ柔軟に運用できる校内フリースクールづくりに向けた前向きな見直しとなりま

した。 

成果 

本事業により整備された校内フリースクールは、「みんな違って当たり前」という 

ニューロダイバーシティの理念に基づき、安心して学び、自分らしく過ごせる校内

の居場所づくりを目指した取り組みです。 

保護者・児童・教員それぞれのアンケート結果から、多くの具体的な成果が確認さ

れました。 

 

【1. 教育的意義と子どもの変化】 

• 校内フリースクールの運営に関わった教員が「この取り組みは学校にとって

意味ある支援策」と回答し、教育的意義が高い取り組みであることが実感さ

れています。 

• 子どもたちは「登校しやすくなった」「安心して過ごせるようになった」 

「友だちとの関わりが増えた」など、情緒面・社会面での成長が多数報告さ

れました。 

• 保護者も「安心して通えている」「子どもに変化が見られた」と回答してお

り、家庭との信頼関係の向上にも寄与しています。 

 

【2. 居場所としての機能と子ども自身の実感】 

• 「とても安心できる」「とても過ごしやすい」という児童の声から、校内に自

分の居場所があるという安心感が定着していることが確認されました。 

• 子どもたちは、個別ブースやソファ、工作、粘土あそび、体を使った遊びな



ど、自分に合った方法での学びや表現を選びながら過ごしています。 

• 「毎日通えるようになった」「また行きたい」といった前向きな声も見られま

した。 

 

【3. 学校全体への影響】 

• 教員からは「職員同士の連携意識が高まった」「担任の負担軽減につながって

いる」という声があり、校内全体への良い影響も生まれつつあることが示唆

されています。 

• 一方で、「まだ学校全体としての連携は不十分」「支援計画の明確化が必要」

など、運営体制の課題も浮かび上がりました。 

 

【総括】 

本取り組みにより、校内フリースクールは「不登校対策」や「別室指導」の枠を超

え、子ども一人ひとりが安心して過ごし、自分のペースで学びや人との関わりを取

り戻せる場として機能しました。 

保護者からは、 

• 「特別支援学級では居場所がなかった子どもにとって、校内フリースクール

は“助けられた場所”だった」 

• 「担任の先生との関係に悩んでいたが、自分が安心できる場所があったこと

で、卒業式にも一歩踏み出せた」 

• 「“休んでもいいんだ”という他の子の言葉に安心し、心が軽くなったようだ

った」 

• 「周囲の音に敏感な子でも静かに落ち着いて過ごせる環境がありがたかっ

た」 

など、安心・自己肯定感・社会性の回復につながる声が多数寄せられました。 

また、共有スペースでの活動が時にトラブルにつながった経験からは、「机の配置」

や「視覚的な区切り」など空間設計における配慮の必要性も指摘され、今後の改善

につながる示唆が得られました。 

当初は「特別支援学級の子と不登校の子が同じ空間で過ごして大丈夫か」という 

不安を抱いていた保護者も、実際には想像以上に自然な共存が成立していたことに

驚かされ、「多様な子どもたちが共に過ごすことの可能性」に気づく機会となりまし

た。 

こうした子ども・保護者・教職員それぞれの実感からも明らかなように、校内フリ

ースクールは「学び」と「安心」が共にある、未来の学校のあり方を具体的に示す

実践的モデルとなり得るのではないかと考えます。 

今後は、支援体制や評価方法の整備とあわせて、地域や他校にも展開できる形を目

指し、持続可能な運営と柔軟な教育環境の構築が求められます。 

◆ 2025 年度以降の運営に関する現状と方針 

校内フリースクールは、居場所を求める子どもたちにとって安心して通える場所・

自分らしく過ごせる居場所として機能し、利用した児童の保護者からは高い評価を



受け、教職員からも一定の評価をうけ、継続を強く望む希望が寄せられてきまし

た。しかしながら、2025 年度からの教育環境の変化により、従来通りの形での運営

が難しい状況となっています。 

【現状】 

• 通常学級・支援学級のクラス数が増加し、空き教室が確保できなくなった 

• 教員数の不足により、これまでフリースクールの中心的な役割を担っていた

教頭先生の常駐が困難に（これまでも、加配教員がいない中、常駐してくだ

さっていたので、教員に相当の負担がかかっていた） 

• **支援員が不在の曜日（月曜日、毎日の午後）**には、安全管理や支援体制

が確保できないため、校内フリースクールを閉鎖せざるを得ない時間帯が 

生じている 

• 児童の卒業や在籍学級への復帰により利用人数が減少したことから、   

縮小が決定 

• 現在はこれまでの利用スペースを日本語指導教室と半分に分け合う形で   

使用し、校内フリースクールの活動を継続。 

【今後の方針】 

• このような状況下においても、校内フリースクールを必要としている子ども

たちは確実に存在しており、居場所の必要性は変わりません。 

• そのため、規模や時間は限定されても、可能な範囲での運営を継続する方針

を堅持しています。 

• 使用スペースの縮小や運営時間の制約がある中でも、安心して過ごせる  

環境・自己選択を尊重する学びの場としての方針を堅持し、引き続き工夫と

柔軟な対応を重ねていきます。 

• 今後は、支援体制の確保・再構築、地域や行政との連携強化、学校全体での

共通理解の促進などを視野に、持続可能かつ実効的な校内支援のモデルづく

りを目指していきます。 

インクルーシブな教育― 

支援が必要な子もそうでない子も分け隔てなく同じ場で学び合い、安心して過ごせ

る環境づくりです。それは今、最も求められている教育の姿であり、まさにこの校

内フリースクールが実現しつつある世界です。 

制約がある中でも、「必要としている子がいる限り続ける」という現場の強い意思

が、この取り組みを支えています。 

このような小さな実践の継続と改善の積み重ねが、未来の学校の標準をつくってい

くと、私たちは信じています。 

 



今後の課題
と対応策 

校内フリースクールの取り組みによって、子どもたちの安心できる居場所づくりと多様な学び

の保障は大きく前進しました。一方で、この実践を持続・発展させていくためには、以下のよ

うな課題が明確になってきています。 

1. 学びや成長の評価が可視化されにくいこと 

 従来は「学校復帰の人数」を成果として評価する指標が用いられてきましたが、校内フ

リースクールの本来の目的である個に応じた多様な学びの保障を十分に反映するものでは

ありません。そのため、学校復帰の有無に依存しない形で、「安心できた」「充実した時間

を過ごせた」「“できる”という自己感覚が育った」といった子どもの内面の変化や学びの過

程を適切に捉える新たな成長評価の仕組みが求められています。 

2. 人的リソースと支援スキルの不足 

 フリースクールの整備によって心理的に安心できる居場所は確保されたものの、支援員

や教職員の人手不足により、特に月曜日終日・火曜〜金曜午後にはフリースクールを閉鎖

せざるを得ない時間帯が発生しています。また、支援を担う人材の配置やスキル不足も課

題であり、専門性と実践力を備えた支援者の育成・継続的配置が急務です。支援の質によ

っては、かえって子どもの自己肯定感を損なう恐れもあるため、慎重かつ体系的な人材育

成が求められます。 

3. 教育現場全体の人材危機 

 不登校の増加やその対応が求められる中で、教員志望者の減少や若手教員の早期離職が続

いており、「子どもとの関わり方が分からない」という声が現場から多く聞かれるようにな

っています。学校現場において実践的な学びの機会が不足していることが、教員育成の困難

にもつながっています。こうした人的リソースの不足を補い、現場の支援力を高めるために

は、**教員志望者が現場で実践を積むことができる仕組み（例：大学・地域・学校の連携に

よる教員養成）**の構築が必要です。これにより、即戦力となる新人教員の育成と、現場支

援力の補完を同時に実現できる体制づくりが求められています。 

4. 地域・家庭との連携の希薄化 

 学校だけで対応できない課題も多く、今後は地域・家庭と連携した包括的な支援体制の構

築が不可欠です。子どもの実態を多面的に把握し、連携を通じて支援の質を高める体制づく

りが求められます。 

5. 配膳・生活場面での尊厳の保障                               

校内フリースクールに通う子どもたちは、給食を在籍学級まで取りに行く必要があるた

め、時に不快な視線や言葉を受けるなど、「食べること」そのものが心理的負担となって

いる現状があります。これは、子どもたちの尊厳を損ないかねない重大な課題であり、多

様性の理解の促進、配膳方法の見直しや環境整備を含めた改善が必要です。 

◆対応策：「弁当の日」の導入による解決アプローチ 

こうした課題に対する具体的な対応策として、「子どもが自ら弁当を作って持参する『弁当の

日』」の導入を提案します。 

この活動は 2001 年に香川県の小学校から始まり、現在では全国で広く実践されている教育モデ

ルです。 



子ども自身が献立を考え、買い物、調理、盛り付け、片付けまでを行い、弁当を作り持参します。

大人は「手伝わず、信じて見守る」に徹します。こうした体験を通じて、子どもは主体性・責任

感・創造力・感謝の心など、生活と人間性の基礎となる力を自然に育むことができます。 

【弁当の日の主な効果】 

対応する課題 「弁当の日」による効果 

成果が見えにくい 子どもの計画・実行・ふりかえりというプロセスを通じて、自己決定力・

実行力・内省力といった「見えにくい成長」を記録・共有可能にする。 

自己肯定感の低下 「自分でできた」「誰かに喜んでもらえた」という体験が自己効力感・

自己肯定感を高める。 

支援スキル不足 調理という身近な活動により、教員・支援者が自然に関わりやすく、実

践的な研修の場にもなる。 

教員不足の現場 学生や地域ボランティアが関与しやすく、支援の裾野を広げられる 

給食の尊厳問題 自分で食事を用意することで、食に関する自由と誇りを取り戻せる 

また、「弁当の日」は、文部科学省が提唱する**「令和の日本型教育（個別最適な学び×協働的な

学び）」**とも高い親和性を持ち、SDGs（特に目標 3、4、12）に資する持続可能な教育実践にな

り得ると考えます。 

◆ 校内フリースクールだからこそ活かせる「弁当の日」の価値 

校内フリースクールの運営において、子どもたちの安心・尊厳・成長を同時に支えるためには、

子ども自身が主体となり、「自分の力でできた」と実感できる体験を積み重ねることが不可欠で

あり、その具体的な実践のひとつとして、**「弁当の日」**の導入が非常に有効であると考えま

す。特に校内フリースクールのような多様な学びを保障する場では、その効果がより深く発揮さ

れると考えます。 

子どもがつくる弁当の日は、単なる食育にとどまらず、子どもの心理的安全・社会的つながり・

教育的成長を包括的に支えるものです。そのため、校内フリースクールの子どもたちに限らず、

すべての子どもにとって意味のある教育モデルです。 

「弁当の日」は、特別な予算や設備がなくても始められます。必要なのは、“子どもを信じて見守

る”という大人の気持ちだけです。誰でも、どこでも、すぐに取り組むことができる、教育改革の

第一歩となる実践です。高い柔軟性と実現可能性を備えた取り組みとして、多くの場面で活用で

きるのではないかと考えます。 

 

◆ 情報発信と実践拡大に向けたイベント開催 

このような「弁当の日」の理念と教育効果をより多くの人に伝えるため、 

2025 年 9 月 28 日（日）13：00―17：00 百花プラザで上映会および講演会（500 人規模：告知

チラシ５万枚配布予定）を開催する予定です。本イベントでは、全国の実践事例を紹介するドキ

ュメンタリー映画『子どもがつくる弁当の日「めんどくさい」は幸せへの近道』の上映と、提唱

者・竹下和男先生による講演を実施します。 

この機会を通じて、「弁当の日」の社会的・教育的意義を保護者、教育関係者、地域住民と共有

し、岡山市内の小中学校での導入促進、さらには校内フリースクールにおける実践の第一歩とし



ての位置づけを確かなものとしていきます。 

 

◆ 今後の展開（段階的な実施モデル） 

今後、このイベントを契機として以下のような取り組みを進めていきます： 

• 校内フリースクールでの試行的な「弁当の日」導入と効果の検証 

• 希望する通常学級・特別支援学級への導入を希望する 

• 地域農家や保護者、大学等と連携した地域ぐるみの食育推進 

• 定期的な報告会やワークショップによる知見の共有と継続化 

 

「弁当の日」は、子どもたち一人ひとりの自立と尊厳を育みながら、地域・家庭・学校がつなが

る教育モデルです。 

特に柔軟な教育環境を備える校内フリースクールから導入を始めることで、より良い学びの循環

が生まれ、岡山市における教育の未来に新たな可能性をもたらすと期待しています。 

 

◆最後に 

このたびは、橋本財団様より助成金を賜り、心より御礼申し上げます。 

おかげさまで、公立小学校において校内フリースクールの環境整備を進めることができ、  

実際の運営を通じて多くの成果を得ることができました。 

人員的な制約により受け入れ可能な児童数は 10 名弱に限られましたが、利用していた子どもた

ちはそれぞれのペースで元気を取り戻し、登校への意欲も高まってまいりました。学校という

社会とのつながりを保ちながら、1 年生から 6 年生までの異学年の子どもたちが、通常学級・

特別支援学級の枠を超えて交流し、人間関係や社会性を育むことができたことは、非常に大き

な成果であったと実感しております。 

このような取り組みを実現するにあたり、小学校の管理職の先生方や支援員の先生方が   

校内フリースクールの必要性に深くご理解とご共感を寄せてくださり、協力的であったことが

大きな支えとなりました。 

現在、学校現場は慢性的な人手不足や、子どもたちの多様化に伴う支援ニーズの増加といった

課題に直面しております。また、本来連携すべき家庭との関係においても、共働き家庭の増加

や保護者の学校に対する距離感の広がりから、十分な支援を得にくい状況にあります。   

そのような中で、多様な子どもたち一人ひとりに応じた「個別最適な学び」を実現するために

は、学校と家庭が手を取り合い、共に子どもを支えていく仕組みの構築が不可欠であると、 

あらためて強く感じております。 

今回の助成によって得られた成果と気づきは、今後の活動をより良い方向へ導く糧となり、 

子どもたちにとって最善の学びの環境づくりにつながっていくものと信じております。 

改めまして、貴財団のご支援に心より感謝申し上げます。 

 



写真の提出 

 
◆広島県 スクール S 視察 

 

校内フリースクールの環境整備を進めるにあたり、先進的な実践事例として全国的にも注目さ

れている**広島県の「スクール S」**を視察しました。スクール S は、不登校や学校に居づらさ

を感じる子どもたちに対して、“もうひとつの学びの場”として、個別最適な学びを実現する 

支援体制を構築しており、私たちが目指す取り組みの参考になると考えたためです。 

スクール S の視察を通じて最も印象的だったのは、「子ども一人ひとりの学習権をいかに保障す

るか」という強い理念に基づき、関係者が連携しながら徹底したアセスメントを実施している

姿勢でした。子どもを取り巻く関係者が協働で状況を丁寧に見極め、個別最適な支援を提供す

る仕組みは、まさに学びの多様化を体現した実践だと感じました。 

特に注目すべきは、広島県教育委員会が打ち出している「こべさぽ」というスローガンのも

と、12 名の指導主事が直接スクール S に関わり、現場で支援を行っている点です。不登校支援

を全県的に強化しながら、その成果をすべての学校の「個別最適な学び」につなげていくとい

う姿勢は、私たちの活動理念とも強く重なり、当団体の方向性が誤っていないことを再確認す

る機会となりました。 

スクール S は教育センターを活用して整備されていますが、その出発点は「学校内の別室」で

の取り組みにあり、元々は現場の工夫から生まれた実践です。本来、こうした“多様な学びの

場”は学校の中にあることが望ましく、現場の教員が日常的に子どもの多様性に触れることで、

教育観や支援力が自然と養われていくというお話も印象的でした。 

私たちは、不登校や学校に居づらさを感じる子どもたちのために、公立小学校内に「もうひと

つの学びの場＝フリースクール型の教室（学びの多様化学校）」を整備する意義を強く感じてい

ます。これは単なる居場所づくりではなく、公立学校の中で一人ひとりに寄り添った学びを 

どう保障するかという“教育の構造転換”とも言える挑戦です。 

他県では既に広がりを見せている一方で、岡山市ではまだ社会実験の段階にあります。私たち

は、こうした校内フリースクールの整備こそが「未来の学校」のモデルであり、インクルーシ

ブな社会の基盤づくりに直結すると確信しています。スクール S の実践と姿勢から多くの学び

と勇気をいただき、校内フリースクールの環境整備を行いました。 

 



 
◆校内フリースクールの環境整備の経緯 

2024 年 3 月までは、校内の資料室の一角を在籍学級に入れない子どもたちの居場所として  

暫定的に使用していました。その後、2024 年 4 月からは空き教室の半分を活用していました

が、利用希望者の増加や、スクール S 視察を通じて得た「学校らしくない雰囲気づくりが環境

整備の鍵である」という気づきを受け、より本格的な整備に踏み切ることとなりました。 

その結果、校内にある旧パソコンルームを新たに校内フリースクールとして活用する方針を 

決定し、2025 年 1 月より運用を開始。落ち着いて安心できる空間づくりを意識しながら、  

子どもたちがリラックスして学べる環境が整備され、校内フリースクールの質的向上が一気に

進展しました。 

 

◆子どもの多様性に応じた空間設計 

校内フリースクールは、学年も特性も事情も異なるさまざまな子どもたちが安心して利用でき

る場として整備する必要があります。そのため、一人ひとりの居場所と役割を大切にした空間

設計を意識しました。 

広島県のスクール S を参考に、以下のようなゾーン分けを行いました： 

• 個別ブースゾーン：一人で集中できる場所 

• 工作スペース：創作や表現活動に自由に取り組める空間 

• 共有スペース（中央）：みんなで給食を食べたり、活動したりできる場 

• リラックススペース：くつろげるソファなどを備えた安心空間 



こうした多様な空間を整えることで、子どもたちが自分のペースで過ごせることはもちろん、

人とつながる機会も自然に得られるようになっています。 

⚫ 安心感を重視して設置した個別ブース 
校内フリースクールでは、学年や特性、取り組み内容が異なる子どもたちが同じ空間で 
過ごすため、それぞれのニーズに応じた環境づくりが必要でした。授業中も、勉強に集中
したい子ども、自分のペースで別の活動をしたい子ども、周囲の刺激に敏感な子どもな
ど、過ごし方は実にさまざまです。そこで、一人ひとりが落ち着いて自分の活動に取り組

める「自分だけのスペース」として、個別ブースを設けました。ブース内には専用のデス
クライトや A4 ラックも配置し、課題プリントや担任との連絡物の管理にも活用していま
す。この工夫により、子どもたちは安心感を持って過ごせるとともに、学習にも集中しや
すくなるなど、多様な学びと活動を支える土台となっています。 

⚫ 創作・表現活動に自由に取り組める空間（工作スペース） 
校内フリースクールでは、子どもたちが自分の興味や関心に基づいて創作活動に取り組め
るスペースを設けました。子どもたちは、クロームブックで作りたいものを調べたり、 

一人で集中して工作に取り組んだり、友達と協力して作品を作ったりと、自由で柔軟な 
活動を楽しんでいました。このスペースでは、学年や特性の違いを越えて、子どもたちが



創造力を発揮し、自分のペースで表現する喜びを味わえるような環境になっていました。 

⚫ 共有スペースでの関わりと学び                          

校内フリースクールの中央には、**子どもたちが他者と自然に関わることができる  

「共有スペース」を設けました。ここでは、みんなで給食を囲んだり、ボードゲームや 

カプラで一緒に遊んだりといった活動を通して、異学年の子ども同士がゆるやかに交流し

ていました。活動の中では、時には言い合いやケンカ、すれ違いが起きることもありまし

たが、そうした出来事も含めて、子どもたちが人との関わり方を学び、考え、成長する 

大切な機会となっていました。共有スペースは、単なる「遊びの場」ではなく、社会性や   

コミュニケーション力を育む学びの空間として、日々、子どもたちの豊かな経験の場に 

なっていたと思います。 

⚫ リラックススペースでの安心と創造 

校内フリースクールには、**くつろげるソファなどを備えた「リラックススペース」**を

設けました。この場所は、子どもたちにとって安心できる居場所であり、自由で柔らかな

時間を過ごせる空間となっています。フリースクールを初めて訪れた子どもたちは、個別

ブースやソファに目を輝かせて大喜びしていました。環境整備を率先して進めてくれた 

教頭先生も、「子どもたちがとてもいい顔をしているでしょ」と、笑顔で語っていた姿が 

印象的でした。このソファは、子どもたちが数人で談笑しながら過ごしたり、一人で横に

なってリラックスしながら学習したりと、自然に共有され、思い思いの使い方で活用され

ています。また、当初は「小上がりスペース」の設置も予定していましたが、来年度以降

も継続してパソコンルームを使えるかどうか見通しが立たなかったため、正式な整備は 

断念しました。しかし、子どもたち自身の工夫で、学校にあった畳とカプラのかごを  

使って、手づくりの子どもサイズの小上がりスペースを作成するなど、環境を自ら創り 

出す姿も見られました。こうした空間は、子どもたちが「ここにいてもいい」と感じられ



る安心の土台となり、自己調整力や創造性を育む貴重な場となっています。 

 

◆安心・安全な空間づくりと地産地消へのこだわり 

校内フリースクールの整備にあたっては、子どもたちが落ち着いて安心して過ごせる空間づく

りを目指し、**「学校らしくない雰囲気」**を意識しました。学校備品は金属製やプラスチッ

ク、合板製のものが多く、温かみに欠けるため、無垢材の家具を取り入れることで、    

木のぬくもりが感じられる空間を実現できるように工夫をしました。 

中でも、ロッカーと棚は、地元の福富建設さんに依頼して製作していただきました。    

福富建設さんは、木材を育てる段階から枯葉剤や防腐処理、化学処理を一切使用しない   

国産無垢材にこだわる建設会社であり、子どもたちの健康と環境に配慮した安心・安全な素材

を使用しています。木のぬくもりを感じる家具は、子どもたちの心を自然と落ち着かせる効果

があり、利用者や教職員からもとても好評です。 

個別ブースや机、カームダウンスペースのような小上がりは、学校で使われなくなった備品を

再利用し、ソファは近隣地域で提供いただいた不用品を活用しました。費用を抑えつつ、 地



産地消・リユース・安心素材の三本柱を大切にした空間整備は、子どもたちにも好評で、 居

心地の良さが心理的安全となり、学校内での居場所になっています。 

 
◆ 消耗品の整備とその活用 
 
校内フリースクールにおける子どもたちの学び・創作・交流を支えるための消耗品や教材を 
整備しました。これらは、子ども一人ひとりの興味関心に応じた活動を支えるために不可欠な
道具であり、安心できる学びの場づくりに大きく貢献しています。 
 
【主な購入品】 

• 創作活動用の文具類： 
 カッター、はさみ、ボンド、ガムテープ、両面テープ、工作マット、方眼用紙など、
ダンボール工作などに必要な基本道具 

• 表現・感覚遊びの素材： 
 粘土、カプラ（木製ブロック）、LAQ（ラキュー）などの立体表現や手指を使う遊具 

• 交流や思考力を育む遊具： 
 各種ボードゲーム、ビジョントレーニング用ゲームなど 

• 学習支援ツール： 
 市販のドリル、繰り返し使用可能な教材に対応するスキャナーやプリンターインク 

• 静かな時間に使える教材： 
 図鑑や児童書などの図書類 

• 整理整頓するための文具類： 
ホワイトボード、A４ファイルラック、鉛筆削り 

 
これらの教材や備品は、以下のような場面で日常的に活用されています： 

• **「フューチャータイム」**では、自分の得意なことや興味を伸ばすために、工作や 
調べ学習に活用 

• **「共有スペース」**では、異学年の子どもたちが一緒に遊びながら、自然と    
関わり合い、人間関係を学ぶ機会に 

• 静かな時間には、読書やパズルで自分を整える時間として使用 
• マイ・スタイル学習タイムでは、ドリルや補助教材を使い、自分の理解度やペースで学

べる環境を提供 
 
子どもたちの「やってみたい！」という気持ちを形にし、主体性・創造性・社会性を育む場を
支える道具として、助成金による消耗品整備は非常に有効でした。 

 
 



 



 

 

 

 


